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縞萎縮病オオムギに見られる存状粒子について
(予報〉
井 上 忠 男
我国で知られている 3種のムギ類ウイルスの中で， ムギ類萎縮 (WGMV)およびコム
ギ縞萎縮ウイルス (WYMV)については， 斉藤・高梨・岩田 (1961)がクロロホルム処
理と分画遠心による純化試料での粒子の形態を報告し， いずれも約 120~180 x 25 mμ の
短稗状であることを明らかにした.圏外においても， soil-borne wheat mo田icvirusの
形態は Herbertand Coleman (1955)， Gold， Scott and McKinney (1957) により報告
され，最近では Brandes，Phillippe and Thornberry (1964)の報告もある.
WGMV，WYMVの両ウイルスとともに，同じ土壌伝染性のウイルスであるオオムギ縞
萎縮 (BYMV)については，その病原ウイルス粒子の形態はまだ報告されていない.著者
は 1962年以来，縞萎縮病オオムギについて Dip法その他による電子顕微鏡観察を行なっ
てきたが， WGMV， WYMVまたは種子伝染性のムギ斑葉モザイクウイルス (BSMV)な
どの粒子とは明らかに異なる粒子の存在を確かめた.確定した粒子の大きさおよび病原性
との関連については今後の問題として，ここでは稗状粒子の検出されたことについて予報
的に報告する.
本研究の経費の一部は昭和38年度農林省農林水産特別試験研究費補助金によった. ここに謝意を表
わす. 実験材料その他について研究の便宜をはかつていただいた当研究所高橋隆平教授はじめ作物遺
伝研究室の方々 ， 病植物標本を御送りいただき， あるいはその使をはかつていただいた熊本長試小林
研三博士， 徳島長業高校専攻科石井博博士， 徳島農試山本勉.兵庫食科大学宮本雄一教授，宮域農試
橋本保その他の方々に厚く感謝する.
実験材料と方法
実験に用いた病オオムギ材料は，岡山県新見市，岡県成羽町，および岡山大学農業生物
研究所実験圃の縞萎縮病常発地に栽培された， 交-A，夏大根麦その他多数の品種であ
る.また，熊本，徳島，兵庫，宮城の各県下で採集された縞萎縮病オオムギも観察材料に
用いた.病葉は Brandes(1957)のDip法によって試料を作成し， 電子顕微鏡は日立製
HS-{j型を用いた. 電子顕微鏡による観察および写真撮影は直接倍率 6， 0∞~1O，∞0倍で
行なった.粒子の測定には病葉汁液をエーテルおよび CCl，処理した澄明液を用いた.一 、
部のオオムギ材料については X一体の観察を行なった.
実験結果
Dip法による桂子の観察
観察に用いた病植物にはほとんど例外なしに稗状粒子が認められた.この粒子は第2図
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にみられるように，長短さまざまの，真直なまたはわずかに屈曲した稗状のもので，と〈
に1μ 以上の極めて長い粒子の存在が一般的に観察された。試料中の粒子の濃度はあまり
高くないようで，長さの分布測定ができるほどに多数の粒子を含む試料の作成は非常に困
難であった.健全オオムギ葉から作った試料には，このような稗状粒子をまったく見つけ
ることカtでトきなカ当っTこ.
澄明にした病葉汁液中の組子の観寮
病葉を倍量の M/I0リン酸緩衝液 (pH7.2)で磨砕し， 搾汁に等容のエーテルを加え
て5分間振り，遠心分離した水層に等容の CC1.，を加え5分間振って，澄明になった汁液
を水で50倍に稀釈して電子顕微鏡試料とした. Dip法による場合と同様に， 試料中の粒
子濃度が必ずしも高くなかったため，適当な視野を得るのに困難を感じたが，第3図に示
したような視野も得られた.この試料について粒子の長さを測定したのが第l図である.
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粒子の長さ (mμ〉
第 1図 縞萎縮病オオムギに見られる稗状粒子の長さの分布
〈エー テル， CCl，で澄明にした病葉汁液による試料の認ij定〉
測定粒子数が十分でないので結論を得ることはできないが， ほぽ1∞， 200， 275~3∞， 
および 525~600mμ の長さの粒子が多いようでつあた. また， これらの山の中でとくに
優勢な山は指摘できなかった.TMVおよび.BSMV粒子と比較して測定じた粒子の直径
はほぼ 15~20mμ であった.
各地で採集された縞萎縮病オオムギからの穂状粒子の検出
熊本，徳島，兵庫，宮城の各県下に発生した縞萎縮病オオムキe標本を送ってもらい，上述
第 1表 各地で採集された縞萎縮病オオムギからの稗状粒子の検出
採集地 採集者 採集日 品 種 病 徴 x-体稗状粒子
'64 
兵庫 ・篠山 宮本雄一 4月13日 赤神力? かすかな退色斑紋 + + 
徳島・美郷 池本五郎 4月14日 ユウナギハダカ 軽いモザイク + 
徳島・東祖谷山山本勉 4月15日 不 詳 賞斑モザイク萎縮 + * 1 • 1 " " 1 モ ザ イ ? + * 熊本・菊池 小林研三 4月16日 旭 5 号 ワ -?*
1 ・ 1 " 1 九州裸 3号 かすかなモザイ F + + 
宮城 橋本保 4月14日 キリソ直 1号 軽いモザイタ + 
準病植物材料が乾燥黄変していたため，病徴は判定できず，電顕試料も良好なものが得られなか
った.
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の稗状粒子が岡山県の材料と問機に観察できるかどうかを調べた.第1表に示すように，
送付きれた材料のほとんど全部に稗状粒子の存在がたしかめられた.
考 • 
本報の縞萎縮病オオムギに見られる稗状粒子が病原性をもつものであるかどうか証明さ
れていないので， 病原ウイルスと断定することはできない. しかし， 各地の縞萎縮病標
本にも同様の粒子が認められたこと，健全オオムギにはこのような粒子が存在しないこと
などから考えると， 病原ウイルスである可能性がつよい. 既に報告されている WGMV，
WYMVの粒子と比べると，本報の粒子は粒子直径，長さの点で明らかに異なるものであ
る.
Dipによる電子顕微鏡試料では，一般に稗状ウイルス粒子の形態をあまりそこなわずに
観察でき，感染単位としての粒子の長さを見出しやすいと思われるが，縞萎縮オオムギで
の緯状粒子の感染単位と認められる長さを見出すことは困難であった.多くの試料に共通
して見られた極端に長い粒子は幾つかの単位粒子が長くつながったものと考えられるが，
lμ以下の粒子を測っても， 試料中の舵子濃度があまり高くないこともあって，感染単位
と思われる長さを推察できなかった.
エーテルおよび CC4処理によって澄明にした病葉汁液についての観察結果には， 1∞ 
--7∞mμ の聞に4ケ所の分布の山が見られたが， いずれもとくに著しいものではなく，
どの長さを単位と考えてよいかよくわからなかった.このような処理汁液ではDip法で作
，唱成した試料についての所見に比べ，極端な長粒子の割合が減少し.一方，ごく短かい粒子
宮の割印加山るように思われた有機溶剤j処理問仰いて開時
・h かれ，あるいは粒子の切断が起ったためかもしれない.高梨・斉藤・岩田(1963)は KCN
7てその他の酵素活性阻害剤を用いて BYMVの汁液接種成功率を高められたとし，斉藤 ・
紙岩田 (1963)は病葉搾汁に EDTAを加えて分画遠心したウイルス液を用いて抗 BYMV
τ冶血清を得ている.したがって， BYMV粒子の感染単位を確かめるには Dip法によるだけ
22‘でなく，何等かの適当な酵素活性阻害剤を用い.或程度ウイルスを精製濃縮する必要があ
.づ『るのかもしれない.
。I・
宮r. 摘要
害…一一一地嬢伝染性の縞萎病付ムギカら
Dip法で作成した電子顕微鏡試料中には，ほとんど例外なく，ムギ類萎縮やコムギ縞萎縮
病ウイルスとは明らかに異なる，長短さまざまの，真直なあるいはわずかに屈曲した粒子の
存在を認めた. 病葉神汁をエー テノレ， CC4で澄明にした汁液にもほぼ同様の粒子が認め
られた. この試料について粒子の長さを測定したところ， ほぽ1∞， 2∞， 275--3∞およ
び525--6∞mμの4ケ所に長さの分布の山が認められた. しかし. どの山もとくに著し
いものではなかった. 粒子の直径は約15--20mμであった. 粒子の病原性はまだ確かめ
られていないが，健全オオムギにはこのような粒子が全く見当らないので，オオムギ縞萎
縮病の病原ウイルスの可能性がつないように思われる.
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第3図 エーテノレ. CC1iで澄明にした縞萎オオムギ汁液に見られる稗状粒子
の電子顕微鏡写真 (x30.∞0) 
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